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都
立
病
院
の
独
法
化
２
年
の
成
果
と
は

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
生
か
し
体
制
強
化

安藤 立美
地方独立行政法人東京都立病院機構 理事長

―
―
理
事
長
に
就
任
し
た
経
緯
を
教
え
て
下
さ
い
。

安
藤
　
理
事
長
は
都
知
事
が
任
命
し
ま
す
。
選
定
に
当
た

り
、
大
き
な
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
が
有
り
保
健
医
療

分
野
に
も
知
見
が
有
る
と
し
て
、
小
池
百
合
子
・
都
知
事
が

判
断
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
は
都
の
福
祉
保
健
局
長

や
財
務
局
長
を
務
め
た
後
、
副
知
事
を
５
年
務
め
ま
し
た
。

そ
の
経
験
が
役
立
つ
な
ら
と
引
き
受
け
ま
し
た
。
都
立
病
院

の
経
営
に
関
わ
る
ポ
ス
ト
の
為
、
医
師
が
適
任
だ
と
思
わ
れ

る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
当
機
構
は
約
１
万
５
０
０
０
人

を
擁
す
る
大
き
な
組
織
で
、
地
域
医
療
に
も
関
わ
り
各
区
市

町
村
の
状
況
等
も
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た

点
で
は
行
政
経
験
が
有
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
経
営

陣
に
は
医
師
も
い
ま
す
か
ら
、
行
政
と
医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
が
一
緒
に
経
営
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

―
―
独
立
行
政
法
人
化
の
背
景
や
目
的
は
何
で
す
か
。

安
藤
　
都
立
病
院
を
都
が
直
接
経
営
し
て
い
る
と
、
地
方
自

治
法
や
地
方
公
務
員
法
の
制
約
を
受
け
る
事
が
有
り
ま
す
。

医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
、
多
様
な
働
き
方
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
機
動
的
、
効
率
的

な
病
院
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
地

方
独
立
行
政
法
人
が
相
応
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
小
池
都
知
事
は
、
都
議
会
で「
現
在
の
制
度
を
改
革
し
、

人
、
物
、
予
算
の
面
か
ら
柔
軟
な
病
院
運
営
を
可
能
と
す
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
医
療
提
供
体
制
を
一
層

強
化
す
る
」と
独
法
化
の
目
的
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
そ
の

言
葉
に
意
義
は
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
の
柔
軟
性
を
ど
の
様
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。

安
藤
　
人
材
確
保
の
面
で
は
、
病
院
で
新
た
な
人
事
給
与
制

度
を
構
築
し
て
、
こ
れ
迄
よ
り
柔
軟
で
機
動
的
な
人
材
確
保

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
都
庁
が
医
師
や
看
護
師

東京都が、100%出資の地方独立行政法人東
京都立病院機構を設置して都立病院やがん
検診センター等15の施設を傘下としたのは
2022年7月。柔軟な病院運営を実現すると
共に、専門性の高い医療人材を確保し、育
成するのが目的だった。発足当初から新型
コロナウイルス感染症への対応に追われた
が、独法化から２年が経過し、病院の経営
体質の強化や人材育成は進んでいるのだろ
うか。東京都職員として保健医療行政や財
務に携わり、副知事を務めた経験を買われ、
初代理事長に就任した安藤立美氏に、この2
年間を振り返っての成果や課題を聞いた。


